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風景の発見 ・文系初学者を対象にしたものづくり教育の試み・

1 . はじめに

本校では「創造的な知性」1）の育成のために基礎セ

ミナーを行っている。 これは、 新入生対象の必修科目

で、 最大20名の少人数ゼミ形式で1）自主的・自律的

学習能力、2）論理的思考方法や科学的思考方法及び

適切な自己表現力、3）他者とのコミュニケーション

能力の育成を目的とする。 全15回で構成され、 グル

ープワ ー ク、討論や発表を主眼とした導入科目である。

しかし、 教育改革の一環として 2011 年度から授業

時聞が半減し、 工学部系の科目は文系学生を対象とし

たものづくり教育の一環とすることとなった。 これに

より、 講義内容の説明や学生との質疑応答の減少を補

う必要がある。 そこで従来の対面授業に、 ウェブによ

る学習管理システムを組み合わせ、 短期間でも一定の

成果をあげる授業を試みた。

2. 授業の概要

著者は、 基礎セミナー 「風景の発見」を担当してい

る。 この科目は 1）考えを文章にまとめる力、2）自分

の考えをわかりやすく説明する力、 3）現場を観察す

る力を養うことで、 1章の 1）～3）の達成をめざす。 具

体的には特異点探索（橋が最も美しく見える場所を探

すこと）を行い、 その場所を写真に撮る。 さらに、 授

業中に自らが探索した風景のどこが美しいと考えてい

るかを説明する。 図－1はその発表の様子である。 本科

目は2002年に始まり、2009年の学生アンケー トで高

評価を得たので、2010年にはFD教育の一環で3名

の教官が数回にわたり授業見学を行った。

2011年度の受講生は14名で、表－1は授業日程であ

る。 全8回の授業に加え、 提出課題として①授業の重

要 3項目（授業で重要と思った点 を 3 点）と感想、 ②

橋や道をテーマにした写真、 ③本の感想文、 ④撮影し

た写真を含めた手書きの最終レポー トを課す。表－1は

講義日程である。 第3回で、は模型を使って橋の種類と

構造について講義し、 第6回で発表する写真のテーマ

は橋梁にした。 さらに、 第7回と第 8回の聞に最終レ

ポート作成期間として一 ヵ月の時間を設けた。しかし、

表－1の日程では、生徒は授業や課題をこなすことに精
一杯で、 内容について自ら考える時間の確保が困難で

あると考えた。 対面の授業時間は減ったが、 8 回で生

徒を前年度と同じレベルまで引き上げるためには、 対

話の時間を補う必要があった。
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図－1 授業風景

表－1 講義日程
講義内容

2011/4' 14 ガイダンス：読者と旅の価値

4121 特異点探索（現場の見方）

4/28 橋の種類と構造について

5/12 「すてきな道Jの写真発表会

5i19 本の感想文についての講評

612 「美しい橋」の写真発表会

6/9 安観工学の講義

レポート作成期間

7/15 最終レポート発表会

3. ウェブによる学習管理

ウ ェ ブ を用 い た 学 習 管 理 シ ス テ ム （Learning

Management System：以下、 LMS） のひと つ に

moodle2＇ がある。LMS は、生徒の学習進捗の確認や、

電子掲示板として利用するための機能が備わっており、

ウェブ環境があればどこでも利用できる。 moodleは

本校でも 2009 年から全学で運用を開始し、 本授業で

も導入した。 しかし、 主に資料配布や伝言板としてし

か使われていないのが現状である。

4. 知識共有のためのmood leの利用

授業では、2章の①～③の提出物を moodleで電子投

稿させた。 また、対面授業は小林一人で、行うが moodle

上では教師団として院生、 過去の受講生を含め5人で

対応した。 図－2は、 掲示板で①重要3項目と感想、を投

稿させたものだが、 教師団がコメントを返しており、

生徒も返信している。 このような対話がうまれること

で、 講義内容の理解がより深まる。 学生は全員の投稿

を見ることができ、 時間差でより深く考えて投稿でき

る。2010年度までは授業終了時に紙で提出させていた






